
2015

№192

6かしはら市議会だより

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
妊
娠

か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目
の
な
い
母

と
子
の
不
安
の
解
消
に
向
け
た
支

援
策
に
つ
い
て
、
本
市
の
取
り
組

み
は
。妊

娠
中
の
方
に
は
、
妊
娠
か

ら
出
産
、
育
児
に
至
る
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
各
種
教
室
を
実
施

し
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
健
康

増
進
課
で
保
健
師
や
助
産
師
が
個

別
面
談
に
よ
り
母
子
手
帳
を
発
行

し
、
教
室
な
ど
の
情
報
提
供
や
相

談
を
行
い
不
安
解
消
等
に
努
め
て

い
る
。
妊
婦
健
診
に
関
し
て
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
1
人
当
た
り
14

回
分
の
助
成
を
実
施
し
、
出
産
後

は
、
出
生
連
絡
票
に
よ
り
早
期
か

ら
母
子
の
状
況
を
把
握
し
、
新
生

児
訪
問
や
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
な
ど
に
繋
げ
て
い
る
。

不
妊
治
療
へ
の
助
成
制
度
と

し
て
、
体
外
受
精
と
顕
微
受
精
に

よ
る
特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は

県
の
助
成
が
あ
る
が
、
一
般
の
不

妊
検
査
や
不
妊
治
療
、
人
工
受
精

に
対
す
る
助
成
制
度
は
な
い
。
本

市
の
一
般
の
不
妊
治
療
と
不
育
症

に
対
す
る
周
知
と
経
済
的
支
援
体

制
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

一
般
不
妊
治
療
に
は
、
県
内

で
は
4
自
治
体
が
助
成
制
度
を
設

け
て
い
る
。
不
妊
相
談
に
つ
い
て

は
、
県
医
師
会
に
委
託
し
不
妊
相

談
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
て
お

り
、
電
話
相
談
と
し
て
は
、
奈
良

県
妊
娠
な
ん
で
も
１
１
０
番
等
が

あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、
他
の
政

策
事
業
と
の
優
先
度
や
兼
ね
合
い

を
勘
案
し
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て
慎
重

に
対
応
・
対
処
し
た
い
。

平
成
27
年
4
月
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
が
施
行
さ
れ

る
。
不
妊
症
治
療
や
不
育
症
に
対

す
る
助
成
導
入
も
子
育
て
支
援
の

一
環
で
あ
る
と
思
う
。
少
子
化
対

策
の
取
り
組
み
と
し
て
前
向
き
に

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
昨
年
の

質
問
時
に
は
、
不
妊
治
療
は
約
３

〜
４
０
０
万
円
、
不
育
症
は
約
１

０
０
万
円
、
合
計
約
４
〜
５
０
０

万
円
の
予
算
措
置
が
必
要
と
の
回

答
で
あ
っ
た
が
、
助
成
に
対
す
る

市
長
の
考
え
は
。

治
療
の
技
術
は
常
に
進
化
進

歩
し
て
い
る
が
、
受
け
皿
と
す
る

医
療
機
関
や
専
門
家
等
含
め
、
本

県
は
、
ま
だ
後
進
県
だ
と
考
え
て

い
る
。
様
々
な
状
況
や
環
境
を
考

え
て
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
も
う

少
し
時
間
が
必
要
だ
と
思
う
。

女
性
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
や
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
に
悩
ん
で
い
る
被
害
者

に
対
す
る
救
済
措
置
と
、
実
態
は
。

ナ
ビ
プ
ラ
ザ
4
階
で
、
女
性

の
た
め
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
女

性
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
「
女
性
の
た
め
の
面
接

相
談
」、「
女
性
相
談
員
に
よ
る
電

話
相
談
」
を
実
施
し
て
い
る
。
4

月
か
ら
は
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

相
談
経
験
が
あ
る
指
導
員
2
名
を

採
用
し
、
相
談
日
以
外
の
対
応
に

も
当
た
っ
て
い
る
。
窓
口
で
の
Ｄ

Ｖ
相
談
件
数
は
11
月
末
現
在
で
65

件
あ
り
年
々
増
加
し
て
い
る
。
相

談
後
の
支
援
は
、
被
害
者
の
身
体
、

生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

実
態
に
応
じ
関
係
機
関
へ
と
繋
げ

被
害
者
保
護
に
努
め
て
い
る
。
子

ど
も
の
面
前
で
の
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

は
、
児
童
虐
待
の
精
神
的
虐
待
に

該
当
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
課

が
担
当
し
、
非
常
勤
の
相
談
員
4

名
と
職
員
が
連
携
し
対
応
し
て
い

る
。
11
月
末
現
在
で
6
件
の
相
談

が
あ
る
。
警
察
に
通
報
が
あ
っ
た

ケ
ー
ス
で
、
市
に
調
査
依
頼
が
あ

っ
た
の
は
11
月
末
現
在
で
は
10
件

あ
る
。全

国
で
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
前

年
の
10
倍
以
上
で
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
低
年
齢
化

し
て
お
り
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育

の
実
施
が
重
要
と
考
え
る
が
、
本

市
の
現
況
と
対
策
は
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
直

接
指
導
す
る
よ
う
な
体
制
で
は
な

い
が
、
乱
用
防
止
の
啓
発
の
会
議

や
研
修
の
場
と
し
て
啓
発
・
周
知

に
努
め
て
お
り
、よ
り
一
層
周
知
・

啓
発
に
努
め
た
い
。

薬
物
乱
用
防
止
教
育
は
、
学

校
教
育
で
も
取
り
組
み
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
が
。

喫
煙
・
飲
酒
と
と
も
に
薬
物

乱
用
の
害
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

6
年
生
の
3
学
期
に
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
学
校
が
多
く
、
教

科
書
に
加
え
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
や

校
医
や
薬
剤
師
を
招
き
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か

ら
使
用
す
る
保
健
の
教
科
書
に
は
、

喫
煙
や
飲
酒
、
薬
物
の
誘
い
に
対

し
断
る
方
法
を
学
ぶ
ペ
ー
ジ
も
あ

る
。
中
学
校
で
は
、
依
存
症
や
死

亡
と
の
関
係
、
社
会
へ
の
悪
影
響

等
を
学
習
し
、
現
在
使
用
の
教
科

書
に
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
に
つ

い
て
は
「
形
や
名
前
を
変
え
て
近

づ
く
薬
物
」
と
い
う
形
で
記
載
さ

れ
て
い
る
。
教
職
員
や
保
護
者
対

象
の
研
修
会
や
、
生
徒
向
け
の
授

業
の
充
実
に
向
け
て
の
研
修
も
行

っ
て
い
き
た
い
。

一般質問
樫
本　

利
明

樫
本　

利
明

（
真
政
会
）

包
括
委
託
業
務
と

指
定
管
理
者
制
度
の

在

り

方

と

今

後

平
成
25
年
12
月
に
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
包
括
業
務
委
託
に

つ
い
て
、
こ
の
委
託
を
す
れ
ば
年

間
2
億
円
、
10
年
間
で
20
億
円
の

節
約
と
な
る
た
め
、
是
非
と
も
委

託
を
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
時
「
10
年
間
は
少
し
長
過
ぎ

る
の
で
は
、
5
年
間
位
で
は
ど
う

か
」
と
尋
ね
た
が
、「
10
年
を
続

け
て
や
っ
て
こ
そ
20
億
円
の
節
約

に
な
る
」
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

年
間
2
億
円
の
節
約
と
な
る
と
、

月
当
た
り
１
，
６
０
０
万
円
程
度

の
節
約
に
な
る
が
、
節
約
の
主
な

要
素
は
何
か
。
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